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オリンピック パラリンピック観光推進特別委員会 

行政視察報告書 
１ 日程 

  令和元年 10月 17日（木）～ 18日（金） 

 

２ 視察先及び視察項目 

 視察先 視察項目 

1 

香川県高松市 

高松市の共生社会ホストタウンとしての取り組みについて 

2 バーチャル高松城について 

3 香川県 瀬戸内国際芸術祭による観光振興について 

 

３ 視察委員 

○ 委員長   田 島 和 雄  大田区議会公明党 

○ 副委員長  渡 司   幸  自由民主党大田区民連合 

 ○ 委 員   大 森 昭 彦  自由民主党大田区民連合 

 長 野 元 祐  自由民主党大田区民連合 

 広 川 恵美子  大田区議会公明党 

小 峰 由 枝  大田区議会公明党 

 清 水 菊 美  日本共産党大田区議団 

 黒 沼 良 光  日本共産党大田区議団 

 植 田 智 一  令和大田区議団（たちあがれ・維新・ガンバル・創新） 

 庄 嶋 孝 広  立憲民主党大田区議団 

 荻 野   稔  大田区民の会令和 

         奥 本 有 里  大田区議会都民ファーストの会 
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４ 視察報告 

 項目ごとに各会派の視察報告を記載。 

（１）香川県高松市① 

◆視察項目 

  高松市の共生社会ホストタウンとしての取り組みについて 

  （自由民主党大田区民連合） 

 香川県高松市を視察した。高松市の共生社会ホストタウンとしての取り組みをテ

ーマに調査訪問した。 

 高松らしい「おもてなしの心」を取り入れたユニバーサルデザインの推進を図り、

また、市内をアートの街づくりということで、あちらこちらにユニークなデザイン

の物を置き込み、芸術の街を醸し出して、訪れる方たちを楽しませているようであ

った。 

 県では、全国にその名を轟かせるに至っている「うどん県」という名称のもと、

「おもてなしパスポート」なるものを発行して、観光政策推進に一役を買っていた。

パスポートの裏表紙には「本旅券の所持人を快適に旅行させ、かつ、同人に最高の

おもてなしを与えられるよう、関係の諸官に要請する。また、本旅券の所持人には、

本旅券を提示することにより対象店舗の割引を受ける資格を付与する。」と、浜田

知事、要副知事、木内副知事名の署名がなされたもので、中身には、各種サービス

の案内はもとより、クーポン券や観光スポットの紹介など盛り沢山の内容である。 

 高松といえば丸亀商店街のユニークな活動が全国の商店街や行政の間で話題に

なったところである。市では陸、海、空のアクセスがよく四国の玄関口として多く

のインバウンド、旅行者を迎える環境に市民や街の出身者たちである芸術家達とも

一緒に現代アートで飾られた街づくりを目指してきている。自然がまだ多くある土

地であるがゆえに多くの取り組みが可能であると考えさせられた。 

 

  （大田区議会公明党） 

 2020年のパラリンピック開催にあたり、

内閣官房が推進する「共生社会ホストタウ

ン」にいち早く登録し、誰もが安心して街

歩きができるようにと「ユニバーサルデザ

インマップ」を制作している香川県高松市

を訪問させていただきました。 

 共生社会ホストタウンとは「内閣官房東

京オリンピック・パラリンピック推進本部

事務局は、パラリンピアンとの交流をきっ

かけに共生社会の実現のための、ユニバーサルデザインの街づくり及び心のバリア

フリーの取組を実施するホストタウンを促進する。これにより地域主導の共生社会

の実現を加速すると共に、パラリンピックに向けた機運を全国に波及させる。」(首
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相官邸ホームページより抜粋)とあるとおり、パラリンピアンを迎えることをきっ

かけに、ハード面のバリアフリーにとどまらず、「心のバリアフリー」を進めるこ

とを大会のレガシーとすることを目的に推進されています。 

 高松市では、従前からお遍路さんを迎える文化が背景にあること、バリアフリー

についての取り組みを積極的に行っていたことに加え、「心のバリアフリー」につ

いては、特に子どもを対象とした啓発に力を注いでいるそうです。 

 それは、子どもたちが社会の中心となる20年後、30年後を見据え、他者を思いや

る価値観を当たり前とした共生社会を築いてもらいたいからだそうです。 

 「たかまつユニバーサルデザインマップ」は、障がい当事者が障がいとバリアフ

リーの条件を入力すると、対応している施設や店舗がマップに表示されるというも

のです。まだまだ件数は十分とは言えませんが、今後は、官学連携で学生目線でバ

リアフリー対応店舗を発掘してもらうようにしていくそうです。 

 また、バリアフリー対応が十分ではなくとも、その情報を発信してもらうことも、

障がい当事者にとってはありがたい情報なのだと言われていたことも印象的でし

た。 

 高松市の施策の視点は、本区があらゆる施策の根底に持つべきものと大変感銘い

たしました。 

 

  （日本共産党大田区議団） 

 2020年オリンピック・パラリンピックに向けて、ユニバーサルデザインの加速化

と心のバリアフリーの取り組みを視察しました。ハードのみに限らず、心のバリア

フリーとして赤と緑の区別がつかない市民にも対応できるなど、マニュアルをつく

り徹底しているのが大田区でも実現するために議会で質問しなければと受け止め

ました。また、筆談等への対応や多言語対応も掲載したユニバーサルデザインマッ

プも大田区に取り入れたい事業です。 

 そのためにも、小中学生・一般部と別れての、ユ

ニバーサルデザインアイデアコンテストも導入す

べきです。 

 この事業は、内閣官房東京オリンピック・パラリ

ンピック推進本部が進めている「共生社会ホストタ

ウン制度」で、ホストタウンの住民とパラリンピア

ンの交流を目指していますが、高松市はこれまで台

湾のパラリンピアンとの交流を機会にユニバーサ

ルデザインの街づくりを進めてきていましたが、

2020に向け拍車がかかったものです。大田区もこの

点を学んで取り入れるべきと受け止めました。 

 

 

 

 

左）ユニバーサルデザインアイデアコンテストのチラシ 

右）ユニバーサルデザインクイズのリーフレット 
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（令和大田区議団（たちあがれ・維新・ガンバル・創新）） 

 高松市の共生社会ホストタウンとしての取り組みについて、高松市に視察に行っ

てきました。 

 内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部は共生社会ホストタウン制

度を進めています。 

 ホストタウンの住民とパラリンピアンの交流をきっかけに、ユニバーサルデザイ

ンの街づくり及び心のバリアフリーにむけた各自治体ならではの特色ある取り組

みを実施している中、高松市では台湾のパラリンピック陸上競技選手との交流を通

し「おもてなしの心」を取り入れた高松らしいユニバーサルデザインを推進してい

ます。 

共生ホストタウンとは具体的に 

①心のバリアフリー又はユニバーサルデザインの街づくりの取り組みの継続的、

加速的な実施 

②東京大会の事後交流も含めた幅広い形での相手国、地域のパラリンピアンと市

民との交流 

 現在は 37件の自治体が登録しています。 

高松市のたかまつユニバーサルデザインマップについて 

①操作や内容が直感的にわかりやすい 

②心のユニバーサルデザイン情報を掲載 

③広域的なユニバーサルデザイン情報を発信 

 様々な特徴を取り入れ、検索する人の状況に応じて施設に求める機能や、お出か

けの目的、地域などから「かんたん検索」も可能でとても使いやすく大変便利です。 

 大田区でもユニバーサルデザインを意識したホームページなどの作成が課題で

あると思いました。 

 

  （立憲民主党大田区議団） 

 パラリンピアンとの交流をきっかけに、共生社会の実現に向けた取り組みを推進

する「共生社会ホストタウン」は、令和元（2019）年10月11日現在で37件（38自治

体）が登録済みとなっています。 

 高松市は平成29（2017）年に登録。平成24（2012）年にユニバーサルデザイン推

進室を設置、平成25（2013）年にユニバーサルデザイン基本指針を策定するといっ

た取り組みがあったことが前提になっています（ユニバーサルデザイン（以下、固

有名詞以外はＵＤ）に取り組んだきっかけを質問したところ、現市長のマニフェス

トとのこと）。 

 バリアフリー設備や多言語対応など、公共施設や民間施設のＵＤに関する情報を

掲載した「たかまつユニバーサルデザインマップ」、ＵＤに関するアイデアを募集

し、優秀作品を表彰する「ユニバーサルデザインアイデアコンテスト」などの事業

に取り組んできました。 

 一方で、質問を通じてわかったのは、民間のＵＤの取り組みを支援する助成制度

等はないとのこと。同じく「共生社会ホストタウン」である兵庫県明石市がポータ
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ブルスロープや筆談ボードの購入助成を行っていることが念頭にあっただけに、何

もないというのは意外でした。 

 また、アイデアコンテストも実用化につながった実績はないとのことで、スター

トした平成27（2015）年から安定した応募を得られてきましたが、今年からは「ユ

ニバーサルデザインクイズ」に衣替えしています。 

 もっとも、マップについて、大学生が取材して紹介する取り組みを行うなど、市

民との協働で進めていることがうかがえました。 

 また、ＵＤには、ハードの街づくりだけでなく、ソフトの「心のバリアフリー」

もあり、上記のクイズなどを通じ、将来の人材を育成しているとのこと。ＹｏｕＴ

ｕｂｅでも見られる動画「みんなでＵＤしよう！」は、ＵＤをわかりやすく伝える

工夫として、教材としても活用できるようにしているとのことでした。 

 

（大田区民の会令和） 

 高松市の共生社会ホストタウンとしての取り組みについて、高松市政策課ユニバ

ーサルデザイン推進室より説明を頂いた。 

 背景としては、平成 24年にユニバーサルデザイン推進室を設置、東京 2020オリ

ンピック・パラリンピックを見据えて、平成 29 年にユニバーサルデザイン 2020

行動計画を策定している。日本全体の高齢者が人口の約 26％、障がい者が約６％、

３歳未満が２％、外国の人が約１％と、何らかの支援が必要な人が３分の１以上い

るという中で、オリンピック・パラリンピックという大きなイベントを契機として、

街全体でユニバーサルデザインを取り入れようと、取り組んでいる事は評価できる。

計画は心のバリアフリーにも力を割き、政策立案段階から障がい者に参画をして貰

っている。 

 ホストタウンの取り組みとして、高松市は単純にオリンピック・パラリンピック

だけで終わる事業ではなく、また特定のスポーツ、競技という事でもない障がい者

スポーツに力を入れ、ユニバーサルデザイン、街づくりや施設改修等を行っている。

流行り廃りや一過性の盛り上がりになりかねない特定の競技ではなく、パラリンピ

ック、障がい者スポーツに目をつけ街全体での取り組みを行う事は、継続的に事業

をやる上でも意義があり、福祉や市民生活という点を超えて経済界や行政も動きや

すいのではないか。都内も力を入れるべきだと思った。 

 

（大田区議会都民ファーストの会） 

 障害のある人もそうでない人も、子供からお年寄りまで共に生きやすい社会を目

指す、ユニバーサルデザイン、ＵＤへの取り組みに積極的に取り組まれている。ユ

ニバーサルデザインマップを作成し、街中を障害のある人や高齢者が車椅子でも安

心して出かけられる環境づくりに力を注いでいる。高松市が取り組むユニバーサル

デザインは、障害者や高齢者向けといった従来のイメージを大きく脱却しており親

しみやすく、分け隔てなく誰にでも受け入れられる印象を受ける。 

 また、ユニバーサルデザインの周知のためのＰＲ動画「みんなでＵＤしよう！」

は子供からお年寄りまで分かりやすくまとめられた動画で、行政が作成した動画と
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して非常に参考になるものであった。キャラクターやストーリーや出演している香

川県出身の子役がとても可愛らしい。 

 また、ユニバーサルデザインだけでなく「盆栽ちゃん」というキャラクターや、

人気子役が高松のＰＲに盆栽体操を踊

る動画は、香川県内では保育園で踊られ

ているほど浸透していたり、海外でも人

気を得ている。高松市のＰＲに大きく貢

献しており、基礎自治体でここまででき

るのは素晴らしいと思う。 

 ぜひ大田区でも従来の概念にとらわ

れない広報や、共生社会ユニバーサルデ

ザインの啓発を行っていきたい。 

 

 

（２）香川県高松市② 

◆視察項目 

  バーチャル高松城について 

  （自由民主党大田区民連合） 

 「ＶＲ高松城」の事業は観光客の満足度の向上と市民のシビックプライドの醸成

に資する事業として、平成28年３月から初期投資約４千万円で開始された。年間の

ランニグコストは64万２千円、令和元年８月末現在でのアプリのインストール数は

5,668件とのことであった。 

 ６種類の言語に対応しており、現地貸出用タブレット15台の他、個人のスマート

フォンやタブレットでも利用できるが、貸出用ダブレットでは「ＶＲジャンプ：ジ

ャンプするように高く舞い上がった視点の眺望」「桜シーン：満開の桜の花が舞う

シーン」など現地ならではの仕掛けも楽しい。一度現地でアプリを起動させればそ

の後は自宅など離れた場所でも360度のＶＲ映像が楽しめ、旅の思い出と共に、失

われた水城の歴史的価値をバーチャルで学習できるツールとなっている。 

 史跡高松城跡（玉藻公園）の管理は外部委託で行っているが、本事業は公益財団

法人松平公益会の助成を受け高松市が行っている。 

 若い世代や海外からの訪問客にとっても使い易く、今後の事業展開に期待がもて

るものとなっていた。 

 本区においても勝海舟記念館の開館に伴い、かつての「洗足軒」や「洗足池」な

どの勝海舟が愛した風景や咸臨丸での航海等のＶＲを使ったアプローチといった、

観光資源や教育資源としてのＶＲ活用の参考としたい。 

 

  （大田区議会公明党） 

 高松松平家が残した高松の至宝である重要文化財の披雲閣を含む、日本三大水城

の一つである高松城のＶＲ事業を視察しました。 
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語りとＢＧＭを交えて優れたものが多い印象です。オーディオガイドのコスト面は

未調査ですが、ＶＲといずれかが普及するか注目です。 

 

（大田区民の会令和） 

 高松城跡のある玉藻公園は指定管理で運営されており、ＶＲ高松城は現地に行く

とタブレットを貸出、バーチャル空間を通して、当時の城の雰囲気を再現、閲覧で

きるというものであった。事前にアプリの導入を勧められたが、実際に使用したの

は現地で渡されたタブレット。ＶＲでの史跡の再現は面白いアイデアであるが、作

成費約 4,000万円という費用、バーチャル空間の活用については、まだ改良の余地

もあるように思えた。 

 発想そのものが悪いわけではなく、映像、音声案内、ＢＧＭ、何かの出来事の再

現など、バーチャルだからこそ場所や時間、面積を問わずに出来る事がまだまだあ

るように思えた。東京 2020 オリンピック・パラリンピックに間に合うかどうかは

別として、東京都内、大田区などの観光案内、

サイン誘導といった事にうまく活用する事が

出来ないか、施設側で用意したタブレットで

は限界もあると思うが、スマートフォンがあ

れば使用できるアプリならば広く活用の場も

広がる。多言語対応などは下手に人員を配置

するより、場所によっては費用対効果が高く

なるかもしれない。 

 

（大田区議会都民ファーストの会） 

 高松市のバーチャル高松城を視察した。日本だけでなく外国人観光客にも人気を

得ている。高松城の天守閣は明治２年に廃城となり、現在はその姿はなく史跡が玉

藻公園の中にあるのみとなっている。 

 今はない高松城が、バーチャル高松城のアプリをダウンロードまたは、専用の端

末でログインすると、その場にあるかのように当時の高松城の姿をタブレットを通

して拝見することができ非常に興味深かった。また、360度タブレット端末をかざ

すと当時の情景が見えてくる。また、ジャンプをして空中から眺めることができた

り、歴史と現代的な技術を見事に融合させた取り組みである。 

 バーチャル高松城の技術の導入には約 4,000万円程掛かったと伺い、高い印象が

あったが、話題性もあり、個人がゲーム感覚で気軽にスマートフォンで操作しなが

ら観光と歴史を体験できるものとして、非常に珍しく、国内外の観光客には受け入

れられているとのことである。今後は、さらなるバーチャル技術の進歩や５Ｇの導

入で、より使いやすく面白いものになるのではないかと期待できる。 

 大田区においても観光とＡＲの技術を合わせたアプリ、ＰＡＭＬＯなども出てき

ており、先日ＰＡＭＬＯを使用してみたが、まだまだ改良の余地はあると思う。来

年度の５Ｇの本格導入に合わせＩｏＴ技術の開発に区としてもしっかりと取り組

んでいきたい。 
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ったこと、島への移住者が増加していること、港湾整備など公共投資が増加してい

ること、宿泊施設・飲食店など民間投資も増加していること、雇用の場が創出され

ていること、外国人宿泊者数が増加していること、などを挙げていました。 

 芸術祭になぜ行政が関わるのか、との問いに、地域の活性化のためであること、

行政が関わる信頼感により民間からの協賛金も集まること、行政が支援するためボ

ランティア活動に支障が少ないことを挙げていました。 

 情報発信では、公式ウェブサイトのアクセスは50万件超、ＳＮＳは外注の事業者

や職員が発信していますが、個人がＳＮＳをアップする件数が格段に多く、ハッシ

ュタグも4.7万件も付いています。 

大田区への展開の可能性として、 

①女性や外国人：女性が70％、外国人が25％も占めていることは驚異的。 

②住民との協働：住民を味方にしたら大きな力になる。 

③周遊：島を巡るアートツアーが参加率90％と周遊プランの参考になる。 

④学校との連携：高校生ら若者の視点による地域おこしが秀逸である。 

⑤ボランティア：2,000人以上のボランティア、うち海外ボランティアが40％超を

占める。 

⑥期間外のことも考慮：芸術祭が行われない年も継続的に事業を進めている。 

⑦関係者が連携：行政、ディレクター、財団、地域の４者が連携している。 

 島を会場にした芸術祭ではありますが、観光振興という観点で、大田区にとって

も大いに参考になりました。 

 

  （日本共産党大田区議団） 

 「せとげい」と呼ばれ若い方々に人気のある芸術祭がどのように始まり、地域活

性化にどのようにつながっているのかについて、直接話を聞くことができました。 

 まず、2019年春386,908人、夏318,919人の来場者数と経済波及効果139億円に驚

きました。 

 さらに芸術祭の効果として、地元の食の発掘、新たな人材ネットワークの形成、

伝統行事の継続、移住促進による移住者の増加で閉校されていた学校の再開（男木

島）、高齢者が元気、等々の成果はこれまでの努力のたまものと思われます。 

 行政（県・市）、福武財団、ボランティア（こえび隊）・地元住民、北川氏（作家

対応）の４団体の盤石な実務体制が協力されたからであることが理解できました。 

 何故芸術祭に行政がかかわるのかについては、財源問題も含めて組織内の連携は

重要と察しますが、何より人口減少をいかに食い止めるかという最大の課題の解決

の一つとして、新しい取り組みが進むことを期待します。 

 最後に担当者の言われた「文化的効果」として、10年経て島の人々が「芸術がい

かに大事かが分かった」ということが素晴らしいことと思います。行政用語の「費

用対効果」で測れない芸術の威力を感じました。大田区にも生かしたいです。 

 

（令和大田区議団（たちあがれ・維新・ガンバル・創新）） 

 瀬戸内国際芸術祭実行委員会事務局に視察してきました。 








